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50kDa

ARHGAP1

ARHGAP1; CDC42GAP; RHOGAP1; Rho GTPase-activating protein 1; CDC42 GTPase-
activating protein; GTPase-activating protein rhoOGAP; Rho-related small GTPase protein
activator; Rho-type GTPase-activating protein 1; p50-RhoGAP
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Rho型グアノシン三リン酸（GTP）代謝酵素を活性化するタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質はSRCホモロジー3ドメインを含み、Bcl-2関連タンパク質ファミリーのメンバーと相互作用します。[RefSeq提供、2012年8月],機能：Rho、Rac、Cdc42タンパク質のGTPase活性化因子であり、これらのタンパク質をGDP結合型不活性状態に変換します。Cdc42が優先基質であると考えられます。,類似性：CRAL-TRIOドメインを1つ含みます。,類似性：Rho-GAPドメインを1つ含みます。,サブユニット：XPO7、EIF4A1、ARHGAP1、VPS26A、VPS29、VPS35、SFNとの複合体を形成します。BNIPLと相互作用します。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	RHG1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	RHG1抗体を用いたHeLa細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

